
系図による「ヘレネー」とエウリピデスの「アンドロマケ」 200821

・キリキアのテー
ベの王の娘
・ヘクトールの妻
で幸せだったが、
トロイ敗北により
戦利品・奴隷とさ
れたが、プライド
は失わなかった
・ヘラノスと結婚し
イピロスの王と
なった

モロッソス

デイダメイヤ

オレスト

・ミケーネのア
ガメムノン王
の息子
・母クリテムネ
ストラ殺害に
関して、アポ
ロンとアテナ
イが弁護して
母殺しは無罪
・オレストは、
ヘレネーを戦
争の原因を
作った不義の
女として成敗
した

ネオプトレモス

・アキレス死後、ミケーネ軍団
の戦場のシンボルとして参戦
させられた
・トロイが陥落し、故ヘクトー
ルの妻アンドロマケを愛人と
し、モロッソスを授かる
・ヘルミオネーも妻とするが、
ヘルミオネーがオレストの幼
少時代の恋人だった
・デルポイでオレストと決闘し
倒れ、ヘルミオネーはオレス
テースの妻となった

神ゼウス

ヘルミオーネ

・ヘレネーとアガ
ムメノン王の弟メ
ネラーオスとの娘
・叔母クリテムネ
ストラに一時的に
養育される
・夫ネオプトレモス
が決闘でオレスト
に殺される
・オレストと結婚

テセウスに殺された盗賊
スケイローンの娘

・娘を追ってきた父アソポスに、雷を打っ
て追い返した
・アイギナに嫉妬したヘラは、島に悪臭
の飢饉を発生させたので住民が減少し
た

エンデイス

女神アイギナ

・ヘクトールの
次に豪腕で
あった
・パリス死後
寡婦ヘレネを
ヘラノスと争
い、結婚した

・アテネの南西にあるアイギーナ島の王
・ゼウスからも愛され、死後も冥府で敬わ
れ、冥府の鍵を預けられている

・スパルタ出身の
絶世の美女
・選んでくれたパ
リスに惚れ自分
の意思でトロイに
来た
・メネラーオス達
が、取り戻しに来
た
・10年間世間を騒
がせたので、オレ
ストに殺される

「パリスの審判」の
パリス

・トロイの英雄
である
・ミケーネ軍
団を敗走寸前
にまで追い込
んだ
・アキレウス
に殺された

トロイ軍団 ミケーネ軍団

注釈

１９人兄妹のうち５人

神々

ペレウス

デーイポポス

・義兄ポーコス殺人容疑でアイギナを追放されテッ
サリアの最南端プティーアに移った
・半人半馬のケイロンの助言によりテティスを得て、
結婚式を挙げた
・息子アキレスが戦死し、孫のネオプトレモスの住む
プティーアで老衰した

アイアコス

アンドロマケ

・生まれ故郷のギリシア北方エーペイロ
ス地方モロッシアーでモロッソス人の王

・スキュロス島の王リュコメデスの娘
・幼馴染だったので結婚した
・戦争で夫を失い、泣きすがって息子の
出兵に反対したが、叶えてくれなかった

・アキレスの遺体を辱められたが父と
してアキレスの陣まで出向き遺体を
引き取った
・トロイ落城の際、ネオプトレモスに
殺された

トロイ最後の王
プリアモス

・現在アンカラ近
郊のプリギュアの
生まれ

ヘカベー

絶世の美女
ヘレネー

・惚れたアポロン
が彼女に予言能
力を付与したが、
逆に知りすぎて悲
劇の預言者に
なった
・勝者であるアガ
ネムノンの奴隷に
された
・クリリテムネスト
ラの情夫アイギス
トスに、主人と一
緒に殺された

・父プリアモスから、イーデー山
に捨てられが妖精オイノーネを妻
とした
・アプロディティからヘラネを妻と
するよう指示され、離婚した
・ギリシャ中の英雄達は、ヘレ
ネーを横恋慕され悔しがったた
め、トロイ戦争が始まった
・アポロンの援助でアキレウスを
殺したが、自分も負傷した
・治療できるのは元妻だけだった
が拒否されて死んだ
・オイノーネも後悔して自殺した

カッサンドラ

ケストリーノス

アステュ
アナクス

ネオプトレ
モスは、こ
の子が成
長して仇
を討ちにく
ることを警
戒して、城
壁から突
き落とした

・カッサンドラ
と双子の姉弟
で預言者
・アンドロマケ
と結婚し、イオ
ニア海沿岸の
イピロスの王
となった
・ケストリーノ
スを授かった

ヘラノス

ベルリオーズが、オペラ「トロイの人々」を作曲

ヘクトール

アキレス

・母テティスは、神の体にするためステュクスの水に浸した
・母が掴んだかかとが水に浸からず不死とならなかった
・母が離婚し自分を捨てたので、ケイロンが育てた
・トロイ戦争で、かかとをパリスに射られて死ぬ
・踵からふくらはぎにかけての腱をアキレス腱という

・ガイアとウラノスが交わって生まれた太陽神オーケアノスが祖
父
・その妹の地下水の女神テテュスが祖母
・父は河神アソポスで、母は河神ラドンの娘メトーペー
・オイノーネー島(後のアイギナ島)でゼウスに愛され、アイアコス
を生んだ

女性

・ヘラに養育され、苦難に陥った神々の救済者・保護者として育
ち、ゼウスとポセイドーンから求婚されていた
・なぜペレウスと結婚したのか、意味が不明
・ペレウスが、しつこかったから妥協したのか
・子育ての方針が合わずに、アキレスをケイロンに預けて別れ
た

海の女神テティス

・ケイロンの住むテッサリアのペリオン山で行われたペレウスとテテュスの結婚披露宴には、神々のなかで争いの女神エリス
だけ招かなかったのでエリスは怒り、宴席に「最も美しい女神へ」と書かれた黄金の林檎を投げ込んだ
・ヘラ、アテナ、アプロディテの3人の女神のあいだで争いが起こり、判定役を、トロイの王子パリスに任した。
・ヘラは「アシアの君主の座」を、アテナは「戦いの勝利」を、アプロディティは「最も美しい女」を与えると誘惑し、パリスは、ア
プロディテを選んだ。「最も美しい女」とは、スパルタ王メネラーオスの妻ヘレネーだった
・ヘレネーは、選んでくれたパリスを追いかけてトロイに向かったので、トロイとの間で戦争が始まった
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